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PHS携帯機　301JR BISINESTA　（JHP-980）
PHS Personal Station 301JR BISINESTA （JHP-980）
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製品紹介
New Products

1．概要

　301JR BISINESTA（JHP-980）は，公衆エリアのみならず
自営内線電話としても使用できるPHS携帯機である。
　本製品は，病院や作業現場でも使えるよう防水防塵機構
とし，ビジネスシーンで活用されるブラウザ機能，ショー
トメッセージ機能およびセキュリティ機能を搭載した。さ
らに，安心安全を提供する「災害用音声お届けサービス」
や「緊急速報メール機能」を盛り込み，より多くの法人ユー
ザにご愛用頂けるよう付加価値を高めた商品である。

2．特長

（1）　オフィスモード対応
　RCR STD-28 自営標準第2版に対応したPBXへの接続が
可能

（2）　防水／防塵
　IP55/IP57相当　［※1］，［※2］，［※3］

（3）　内蔵／外部アンテナ対応
　内蔵アンテナおよび引き出し式外部アンテナを有し，
安定した通信が可能

（4）　管理者ロック
　管理者が端末の利用機能を制限することが可能

（5）　W-VPN（ソフトバンク株式会社　全国モバイル内線ソ
リューション）対応
　ワイモバイル網と接続し，日本国内どこでも内線番号
で呼び出しが可能

（6）　ビジネス安心サービス
　端末の各設定をリモートで変更可能

（7）　ブラウザ
　パソコン向けウェブサイトの閲覧が可能

（8）　メール機能
　Eメール，SMSおよびオフィスでの端末間のメール送受
信が可能

（9）　災害用音声お届けサービス
　大規模災害時，パケット通信で音声メッセージを送信

（10）　緊急速報メール
　気象庁の配信する「緊急地震速報」などを受信可能

※1　IPX5：内径6.3mmのノズルを用いて，約3mの距離から
約12.5リットル／分の水を3分以上注水する条件で，あら
ゆる方向からのノズルによる噴流水によっても，電話機
として性能を保つこと。
※2　IPX7：常温の水道水，かつ水深1mの静水に30分間放置
後に取り出した後，電話機としての機能を有すること。
※3　IP5X：直径75μm以下の塵埃（じんあい）が入った装
置に電話機を8時間入れ，かくはんさせ，取り出したとき
に通信機器の機能を有し，かつ安全を維持すること。

3．仕様

項目 仕様
無線周波数 1,884.650～1,915.55MHz

送信出力 10mW（平均）

変調方式 π/4シフトQPSK，D8PSK
π/2シフトBPSK,

音声符号化方
式

32kbit/s（ADPCM）
16kbit/s（ADPCM）

連続待ち受け
時間

約700時間（公衆モードかつ省電力モード
「ON」設定時）

連続通話時間 約5.5時間（公衆モード）
充電時間 約2.5時間
表示器 2インチ　カラーTFT液晶

外形寸法 約44mm（W）×135mm（H）×12.8mm（D）
（突起物を除く）

質量 約94g（電池パックを含む）

電池パック DC3.7V　740ｍAh
リチウムイオン電池

動作温度 0～＋40℃
防水機能 IPX5/IPX7相当
防塵機能 IP5X相当
SAR値 0.210W/kg
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